
令和６年度「あいあい講座」 
 

    いろいろな人権との出会いが大切です。 

興味のある回だけの受講も可能です。気軽に参加してください。   ※受講無料 

第１回 

11 月 15 日(金) 
午後６時３０分～８時 

「わたしの水平社宣言」～中学校でとりくむ部落問題学習～ 

講師：西口 有紀（にしぐち ゆき）さん 
（佐野中学校夜間学級）※前任の長南中学校での取り組みです。  

第２回 

11 月２９日(金) 
午後６時 30 分～8 時 

「自分らしく生きるとは？～性の多様性から考える自分らしさ～」 

講師：田崎 智咲斗（たさき ちさと）さん 
（保育士・特別支援教育士） 

第３回 

12 月１３日（金） 
午後 6 時 30 分～8 時 

 

「働く場所における人権尊重～障がい者雇用の観点から～」 

講師：黒木 均（くろき ひとし）さん 
（大和ハウス工業株式会社 本社経営管理本部 well-being推進室 上席主任） 

 

 

第 4 回 
2025（令和 7）年 

3 月 15 日（土） 
午前 8 時～午後 6 時 

 

 

「ゆっくり歩こうなあ止揚学園」 止揚学園での現地学習です。  
 「知能に重い障がいのある仲間たちの明るい笑顔が溢れている障がい者支援

施設」を訪問し、交流します。 

 

   

  第１回～第３回 

定員 ３０人（事前申込・先着順） 

場所 泉佐野市レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター 

１階 多目的室 

 

第４回 

  定員 ２０人（事前申込・先着順） 

  集合場所 市役所正面玄関 

  ※ バスで移動します。 

  ※ 別途参加費 1,300 円が必要です。 

    （昼食代） 

  日時 令和 7 年３月 15 日（土） 

 

 

 

 

R 申込・問合先 R   泉佐野市 人権推進課 ☎ 072-463-1212（内線 249２） 

               Fax 072-464-9314 ﾒｰﾙ jinken@city.izumisano.lg.jp 

共催：泉佐野市人権を守る市民の会 

 

◆手話通訳を希望の人は、講座開催日の 10 日前までに申込んで下さい。 

mailto:jinken@city.izumisano.lg.jp


令和６年度「あいあい講座」 

「あいあい講座」は泉佐野市人権推進課と泉佐野市人権を守る市民の会が共催でとりくんでいる学習

会です。さまざまな人権をテーマに、当事者や研究者、実践者の方のお話を聞きます。第４回は止揚学

園への現地学習を計画しています。興味や関心のある回だけでも、気軽に参加してください。第１回か

ら３回までの講座の内容をご紹介します。 

 

■第１回 １１月１５日 午後６時３０分～午後８時 

「わたしの水平社宣言」～中学校でとりくむ部落問題学習～ 

講師：西口 有紀（にしぐち ゆき）さん（佐野中学校夜間学級） 

※前任の長南中学校での取り組みです。 

長年にわたり部落問題学習を中心とした人権学習にとりくんでいる長南中学校の取り組みを聞きます。

生徒たちは水平社宣言を読んで考え、話し合いを重ね、それぞれが「わたしの水平社宣言」をつくりあげ

ます。それは、部落問題だけにとどまらず、自分に関係する人権課題と向き合い、考えや思いを希望につ

ながる言葉として発信されました。長南中学校の部落問題学習は、今秋、九州で開催される全国人権・同

和教育研究大会で大阪府の代表として報告されます。 

 

■第２回 １１月２９日（金） 午後６時３０分～午後８時 

「自分らしく生きるとは？～性の多様性から考える自分らしさ～」 

講師：田崎 智咲斗（たさき ちさと）さん（保育士・特別支援教育士） 

【女性】の身体で生まれ、今は【男性】として生きる田崎さんは、ずっと「自分らしさとは何か」を問い

続けています。田崎さんは幼稚園のころから自分の性に違和感をもち、学校時代は「自分自身を偽り、時

には周りを傷つけることで自分がありたい姿を隠してきた」といいます。成人して、インターネットなど

でさまざまな情報に接し「『私は一人じゃない』と思うことができ」性別適合手術をうけました。「誰もが

自分らしく生きられる社会の実現」それはすべての人の願いです。 

 

■第３回 １２月１３日（金） 午後６時３０分～午後８時 

「働く場所における人権尊重～障がい者雇用の観点から～」 

講師：黒木 均（くろき ひとし）さん 

（大和ハウス工業株式会社 本社経営管理本部 well-being推進室 上席主任） 

 黒木さんは関空を拠点にする格安航空会社のピーチ・アビエーションの「ほなやろ課」の課長でした。

ほなやろ課は「障がいのある人もない人もいっしょに働けるように」との思いを込めて発足した課です。

聴覚障がいや知的障がい、肢体不自由などの 24 人を含む 29 人が在籍する課で、黒木さんのお話を聞く

と「それぞれが会社にとっていなくては困る人、そのままでちゃんと輝いている、戦力です」と言われま

す。今年、大和ハウスに職場を変えられ、新たな挑戦をされています。 

 

※場所 レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター１階 多目的室 


